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1.4  先行研究 







サービスの現在と将来の動向については、ダニエルら（Daniels, Tim; Barratt, Caroline 
Cason）の「What is Commons about Learning Commons? A Look at the Reference Desk 















































 第 2 章では、文献調査により中国における高等教育の発展について概観する。中国にお
ける高等教育の歴史を四つの時期に区分し、それぞれの特徴と問題点を検討する。 
 第 3 章では、文献調査により北米と中国のラーニング・コモンズの背景やインフォメー






 第 4 章では、中国の大学図書館における学習支援の変遷をふまえ、主題レファレンス・
サービスの現状を明らかにする。 




 第 6 章では、北京大学図書館における主題レファレンス・サービスの内容と主題レファ
レンス・ライブラリアンの選抜基準の変化から、その発展経緯と現状を明らかにする。 











 Beagle, Donald．The Information Commons Handbook.．Neal-Schuman．2006，p.35． 
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 面向 21 世紀教育振興行動計画．中国共産党第十五回会議教育報告書．1997．
http://www.moe.gov.cn/publicfiles/business/htmlfiles/moe/moe_177/200407/2487.html．アクセス
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 「211 工程」大学とは 21 世紀初期までに、大学教育を世界の先進的水準に到達させるた
























 Daniels, Tim; Barratt, Caroline Cason．What is common about learning commons? A look at the 








































国全国で 205 校の大学や専門学校があり、そのうち 65 校が私立大学だった2。 
 







2.1.1  ソ連模倣期（1949－1957） 
























学の規模が異なるため、1952 年の「院系調整」は完了するまでに約 2 年間かかった。表 2
－1 は「院系調整」後、各類別大学数の変化である。表 2－1 が示すように「院系調整」後、
工学類が 13 校、農林類が 12 校、教員養成類が 7 校、医薬類が 5 校、民族類が 3 校増加し
た。また、「院系調整」前に設置されていなかった法学類と体育類の単科大学は、それぞれ
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するため、人材を急いで育成する」9という指示に応じるため、1952 年 5 月に全国普通高等
学校統一入学試験を行い、同年に 6 万 6000 人10（当時の総人口は 6 億人弱だった11）の学
生が大学に入学した。 















育の質を重視する」19という 2 点であった。この状況は 1957 年まで続いた。 
 
2.1.2  大躍進期（1958－1960） 




1958 年 9 月中国共産党中央委員会（以下中共中央と記す）と中央政府は「教育工作に関
する指示」（「関于教育工作的指示」）において、「15 年間以内に、一定の条件を満たし、か
つ意欲がある青年と成人は高等教育を受けられる」22と定めた。これを背景に、大学が大量

















2.1.3  探索期（1961－1966） 
 1960 年、中央政府はいきすぎた思想を修正し、3 年間の「大躍進」運動を中止した。「大
躍進」運動に巻き込まれた高等教育に対して、乱立した大学やその教育方法を調整し、中
国の実情に合う教科書の編纂を開始した。 
 まず、1960 年に教育部が高等学校調整工作会議で、大学の量的調整を行った。図 2－1
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図 2-1：調整前後の大学の数 










た。1949 年までに中国では 132 館の大学図書館が設置され、蔵書数は 132 館合わせて 794
万冊32だった。1956 年には 212 館となり、計 3728 万冊の蔵書を保有し、図書館員も 3568























を維持するため、1966 年 8 月 8 日に中国共産党第八期中央委員会第 11 回全体大会で「中

































 なお、この間、大学は 1 年ないし 5 年間授業を停止した。大学の学生募集は 5 年間、大
学院生の募集は 12 年間停止された。大学は 45 校が廃止され、43 校が合併され、17 校は中
等専門学校に改められた43。大まかな統計によれば、10 年間で大学生と高等専門学校学生
















同年、中央政府は「1977 年高等学校入学試験に関する制度」（关于 1977 年高等学校新生
入学考試制度）を公表し、全国大学統一入学試験を再開した。文化大革命中に受験機会を
奪われた人々が殺到したため、1977 年の入試受験者は約 570 万人46に及んだ。 
 中国では建国以来、中央政府は計画経済47を実施し、高等教育にも国家集中計画、政府の













 1980 年代に入ると、中央政府は教育に関する法律の制定に力を入れた。まず、1980 年 2
月 12 日、中央政府は「中華人民共和国学位法」（中華人民共和国学位条例）51を公布した。
この法律により、中国高等教育は初めて学士、修士、博士の 3 つのレベルに分けられ、学





























しかし、1981 年 4 月、全国 670 校の大学図書館では、蔵書数が合計 1 億 9,362 万冊であ
り、図書館員 17,297 人であった57。図書館員の学歴を見ると、専門学校以上の学歴を有す

































































































化するため、国家教育委員会（旧国家教育部）は 1993 年 7 月に「一部の大学と学科を重点
的に強化することに関する若干意見」（関与重点建設一批高等学校和重点学科的若干意見）
を公表し、21 世紀へ向けて 100 校前後の高等教育機関と重点学科を集中的に整備していく
「211 工程」を開始することを決めた。「211 工程」は、10 年以上の年月をかけて、社会で
生じる様々な問題を科学技術力によって解決できる専門人材の基盤を構築することを目標
としている。1995 年に中央政府の承認を受け、国家プロジェクトとして正式に始動し、第
一期（1996 年－2000 年）、第二期（2001 年－2005 年）、第三期（2007 年－2011 年）の取
組が行われた。現在、116 校が「211 工程」対象校に指定されており、今後は対象校を追加
する予定はないという68。 
また、1998 年 5 月 4 日、当時の江沢民国家主席が北京大学創立 100 周年大会で、中国は
現代化の実現のため世界先進レベルの一流大学を持つべきであるとの提言を契機として、
「985 工程」が発足した。教育部は同年に「21 世紀に向けた教育振興行動計画」（面向 21




当時 9.8%であった大学進学率を 2010 年までに 15%に引き上げる目標を掲げた70。これは
中国における高等教育をエリート教育段階から大衆教育の段階へと移行させる政策方針で
ある。図 2－3 は中国における高等教育機関への進学率の推移である。図 2－3 から、1990
年から 2011 年までの 11 年間で、中国の大学進学率は 3.4%から 26.9%に約 8 倍伸びたこと
がわかる。 
 









 図 2－4 は 1995 年から 2012 年までの中国における大学入学者数の推移である。図 2－4
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1998 年 5 月に中央政府の援助を受け、資源共有機能の支援を目的とする中国大学図書館情




































教育改革における障害の 1 つとなった。一方、「211 工程」大学は、一部の学部で教員と
学生による双方向の教育方法を取り入れるようになった。 
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68 国家中長期教育改革和発展綱要 2010－2020．第七章，第 22 条． 
























(Reference Core)、情報の整理と利用(Research Date Service Core)、情報の加工と発信


























（出典：Beagle, Donald. The Information Commons Handbook．Neal-Schuman．2006．
p.51．） 
 












































































3.2  中国のラーニング・コモンズ 
 北米では、教授方法と学習方法の転換がインフォメーション・コモンズからラーニング・
コモンズへ移行する要因であった。中国の高等教育は 2 章でみてきたように幾多の曲折を
経て、1980 年代から着実に発展してきた。特に、「211 工程」と「985 工程」によって研究
の質、教室・実験室や設備、図書館など多方面にわたり著しい改善があった。例えば、大


















て検索した結果をまとめている。2011 年 8 月 10 日までに発表した論文が 36 篇で、そのう
ち、2007 年 1 編、2008 年 5 篇、2009 年 14 編、2010 年 14 編、2011 年 2 編であった。36
篇の論文内容を見ると、理論紹介が 17 編（47.22%）、構築の想定が 10 編（27.78%）、国外
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ービスをキーワードとし、中国知識基礎施設工程（China Nation Knowledge 
Infrastructure :CNKI．以下CNKIと記す ）の図書情報与数字図書館というカテゴリーで、
1996 年から 2011 年 6 月までのコアジャーナルで発表された主題レファレンス・サービス
に関する論文数を調査した22。その結果は図 4－1 が示すように、1996 年から 2006 年まで
の 10 年間での主題レファレンス・サービスに関する論文は僅か 12 編だったが、2007 年か
ら増加の傾向が見られ、2010 年には 78 編まで増加した。 
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理基礎教育と研究を中心とした総合大学になった。1995 年には第 1 期の「211 工程」、1998
年には第 1 期の「985 工程」の対象大学として指定を受けた。2000 年 4 月には北京医科大
学と合併し、新たな北京大学となった1。現在、北京大学は理学部、情報工程科学学部、人
文学部、社会科学学部と医学部の 5 つの学部、学部生 31328 人、教員約 3000 人を有する
総合大学である2。 












員は 48 人から 71 人に増加した5。 
 文化大革命の期間中、北京大学図書館の業務は停滞した。蔵書冊数を見ると、1965 年に
は 257 万冊6だったが、1975 年は 280 万冊7であり、10 年間で 23 万冊しか増加していない。
しかも、大量の図書が密封され、利用できない状態に置かれた。 
 文化大革命後の 1980 年代に入ると、北京大学図書館は蔵書、図書館員制度と自動化など
をめぐる改革を行った。まず、蔵書を充実させるため、年間 7，8 万冊の図書、6,000 タイ


















































の閲覧室 4 室、閲覧席は 448 席、教員専用の研究室 24 室が設けられた26。また、約 30 万
冊の所蔵が可能となった。1935 年に北京大学図書館の蔵書冊数は計 25 万 393 冊となり、
そのうち中国語図書 17 万 415 冊、西洋語図書 6 万 7603 冊、日本語図書 1 万 2275 冊であ
った27。中国語・外国語雑誌は約 400 タイトル、新聞は約 30 タイトルであった28。しかし、























館は 1926 年に建築され、中に書庫、蔵書室、閲覧室（約 260 席）及び机、椅子と電気スタ
ントを備える自習室を提供していた31。しかし、蔵書数が中央館に収まらない状況になった
ため、キャンパス内の多数の建物に分散する形で蔵書室と専門閲覧室が設置された。こう




 このような状況は 1970 年代まで続き、ようやく 1975 年に北京大学は新たな図書館（北
京大学では「西楼」と呼ばれている）を建築した。西楼は 280 万冊の書籍を収納し、その
うち、中国語図書 190 万冊、西洋語図書 40 万冊、東洋語図書 30 万冊、ロシア語図書 10
万冊、雑誌 1 万タイトルを所蔵した34。閲覧面積は 5324 平方メートルであり、大・中・小
の閲覧室 31 室、2400 閲覧席が設置された35。この時、閲覧席数は学生総数の 30%に達し
た36。さらに、閲覧時間が延長され、週に 70 時間開館されたようになった。また、開架式
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い、約 2 週間に 1 回或いは月に１回に 1 時間の研修を行った。毎回課題が出され、期末試
験も実施されたという8。 
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本章では、教員 2 人と学生 57 人を対象に、インタビュー調査を行った。 
外国語学院教員 1 人と化学与分子工程学院教員 1 人に対して、教員室で一対一の形態で
インタビューを行った。学生 57 人のうち、3 人は図書館員が推薦した学生アシスタントで
あり、54 人は各学院に所属する学部生である。北京大学キャンパスで学生らしき者 54 人に
声をかけて、北京大学学生の身分を確認したうえでインタビュー調査を行った。表 7－1 は
調査対象などをまとめた表である。学生へのインタビュー調査は一対一とグループインタ
ビュー形式を両方用いた。そのうち、一対一が 17 人、2 人グループが 5 組、3 人グループ










































































































































































































図 7－1 は北京大学図書館が 2007 年以降のラーニング・コモンズの訪問人数の推移であ
る。2008 年にラーニング・コモンズに転換した後、利用人数が 4 万 182 人から 2 万 4,714
人に減少した。その理由として、北京大学図書館員はパソコンの普及率が高くなり、学内
ネットワークが普及したことをあげている8。2009 年と 2010 年にラーニング・コモンズの
利用人数が減少しているが、2011 年からは転じて増加傾向にある。 
 






 （出典：『北京大学図書館年度報告書』2007～2012 年度より筆者作成） 
  
図 7－2 は北京大学図書館のインフォメーション・コモンズ/ラーニング・コモンズにおけ
る主題レファレンス・サービスの利用状況である。2006 年から 2010 年までは大きな変化
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を明らかにする。図 7－3 は学生 57 人に直近 1 週間の大学図書館のラーニング・コモンズ
利用頻度を尋ねた結果である。「ほぼ毎日利用する」と答えた学生は 23 人で、最も多かっ
た。しかし、その中の 9 人が休憩エリアのみを利用する学生であった。つづいて、「週に 1,2





 ラーニング・コモンズを利用する目的を尋ねた結果を図 7－4 に示す。54 人の回答者中、
「英語学習」と「映画・音楽」がそれぞれ 12 人、「授業関連のオンライン学習」10 人、「休
憩エリアの利用」9 人、「グループ学習」8 人であり、大きな差は見られない。「ソフトウェ
















ほぼ毎日利用する 週に3、4回 週に1、2回 利用しない 
ラーニング・コモンズ全体の利用 休憩エリアのみ利用 
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 第 5 章では、「211 工程」大学のうち、北京大学図書館を取り上げ、学習支援空間の変遷
を明らかにするとともに、インフォメーション・コモンズからラーニング・コモンズに変
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表 1：華北、東北、華東、華中、華南、西南、西北の 7 つの行政区により、「211 工程」大
学リスト 
 
行政区 NO 所在地 学校名 985 工程 主管部門 
華北 
(33 校) 
1 北京市 北京大学 ◉ 教育部高等教育司 
2 北京市 中国人民大学 ◉ 教育部高等教育司 
3 北京市 清華大学 ◉ 教育部高等教育司 
4 北京市 北京交通大学   教育部高等教育司 
5 北京市 北京科技大学   教育部高等教育司 
6 北京市 北京化工大学   教育部高等教育司 
7 北京市 北京郵電大学   教育部高等教育司 
8 北京市 中国農業大学 ◉ 教育部高等教育司 
9 北京市 北京林業大学   教育部高等教育司 
10 北京市 北京中医薬大学   教育部高等教育司 
11 北京市 北京師範大学 ◉ 教育部高等教育司 
12 北京市 北京外国語大学   教育部高等教育司 
13 北京市 中国伝媒大学   教育部高等教育司 
14 北京市 中央財経大学   教育部高等教育司 
15 北京市 対外経済貿易大学   教育部高等教育司 
16 北京市 中央音楽学院   教育部高等教育司 
17 北京市 中国政法大学   教育部高等教育司 
18 北京市 華北電力大学（北京）   教育部高等教育司 
19 北京市 中国石油大学（北京）   教育部高等教育司 
20 北京市 中国鉱業大学（北京）   教育部高等教育司 
21 北京市 中国地質大学（北京）   教育部高等教育司 
22 北京市 北京理工大学 ◉ 工業情報化部 
23 北京市 北京航空航天大学 ◉ 工業情報化部 
24 北京市 北京体育大学   国家体育総局 




26 北京市 北京工業大学   北京市 
27 天津市 天津医科大学   天津市 
28 天津市 南開大学 ◉ 教育部高等教育司 




29 天津市 天津大学 ◉ 教育部高等教育司 
30 河北省 華北電力大学（保定）   教育部高等教育司 
31 河北省 河北工業大学   河北省 






      
東北 
(11校) 
34 遼寧省 大連理工大学 ◉ 教育部高等教育司 
35 遼寧省 東北大学 ◉ 教育部高等教育司 
36 遼寧省 遼寧大学   遼寧省 
37 遼寧省 大連海事大学   交通運営部 
38 吉林省 吉林大学 ◉ 教育部高等教育司 
39 吉林省 東北師範大学   教育部高等教育司 
40 吉林省 延辺大学   吉林省 
41 黒竜江省 東北林業大学   教育部高等教育司 
42 黒竜江省 東北農業大学   黒竜江省 
43 黒竜江省 ハルピン工業大学 ◉ 工業情報化部 
44 黒竜江省 ハルピン工程大学   工業情報化部 















45 上海市 復旦大学 ◉ 教育部高等教育司 
46 上海市 同済大学 ◉ 教育部高等教育司 
47 上海市 上海交通大学 ◉ 教育部高等教育司 
48 上海市 華東理工大学   教育部高等教育司 
49 上海市 東華大学   教育部高等教育司 
50 上海市 華東師範大学 ◉ 教育部高等教育司 
51 上海市 上海外国語大学   教育部高等教育司 
52 上海市 上海財経大学   教育部高等教育司 
53 上海市 上海大学   上海市 




55 江蘇省 南京大学 ◉ 教育部高等教育司 
56 江蘇省 東南大学 ◉ 教育部高等教育司 
57 江蘇省 中国鉱業大学（徐州）   教育部高等教育司 
58 江蘇省 河海大学   教育部高等教育司 




59 江蘇省 江南大学   教育部高等教育司 
60 江蘇省 南京農業大学   教育部高等教育司 
61 江蘇省 中国薬科大学   教育部高等教育司 
62 江蘇省 南京理工大学   工業情報化部 
63 江蘇省 南京航空航天大学   工業情報化部 
64 江蘇省 南京師範大学   江蘇省 
65 江蘇省 蘇州大学   江蘇省 
66 浙江省 浙江大学 ◉ 教育部高等教育司 
67 安徽省 合肥工業大学   教育部高等教育司 
68 安徽省 安徽大学   安徽省 
69 安徽省 中国科学技術大学 ◉ 中国科学院 
70 福建省 厦門大学 ◉ 教育部高等教育司 
71 福建省 福州大学   福建省 
72 江西省 南昌大学   江西省 
73 山東省 山東大学 ◉ 教育部高等教育司 
74 山東省 中国海洋大学 ◉ 教育部高等教育司 
75 山東省 中国石油大学（華東）   教育部高等教育司 
      
華中 
(12校) 
76 河南省 鄧州大学   教育部高等教育司 
77 湖北省 武漢大学 ◉ 教育部高等教育司 
78 湖北省 華中科技大学 ◉ 教育部高等教育司 
79 湖北省 中国地質大学   教育部高等教育司 
80 湖北省 武漢理工大学   教育部高等教育司 
81 湖北省 華中農業大学   教育部高等教育司 
82 湖北省 華中師範大学   教育部高等教育司 
83 湖北省 中南財経政法大学   教育部高等教育司 
84 湖南省 湖南大学 ◉ 教育部高等教育司 
85 湖南省 中南大学 ◉ 教育部高等教育司 
86 湖南省 湖南師範大学   湖南省 
87 湖南省 国防科技大学 ◉ 国防部 
      
華南 
(6 校) 
88 広東省 中山大学 ◉ 教育部高等教育司 
89 広東省 華南理工大学 ◉ 教育部高等教育司 
90 広東省 暨南大学   国務院僑務弁公室 










93 海南省 海南大学   海南省 
      
西南 
(10校) 
94 重慶市 重慶大学 ◉ 教育部高等教育司 
95 重慶市 西南大学   教育部高等教育司 
96 四川省 四川大学 ◉ 教育部高等教育司 
97 四川省 西南交通大学   教育部高等教育司 
98 四川省 電子科技大学   教育部高等教育司 
99 四川省 西南財経大学   教育部高等教育司 
100 四川省 四川農業大学   四川省 
101 貴州省 貴州大学   貴州省 






      
西北 
(13校) 
104 陝西省 西安交通大学 ◉ 教育部高等教育司 
105 陝西省 西安電子科技大学 ◉ 教育部高等教育司 
106 陝西省 長安大学   教育部高等教育司 
107 陝西省 西北農林科技大学 ◉ 教育部高等教育司 
108 陝西省 陝西師範大学   教育部高等教育司 
109 陝西省 西北工業大学 ◉ 工業情報化部 
110 陝西省 西北大学   陝西省 




112 甘粛省 蘭州大学 ◉ 教育部高等教育司 
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